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原型炉開発総合戦略タスクフォースにおける議論①
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原型炉開発総合戦略タスクフォースにおける議論②
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第36回原型炉開発総合戦略TF 資料(「発電実証のさらなる
前倒しの可能性」について) ⼀部改訂 令和6年8⽉19⽇
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原型炉開発総合戦略タスクフォースにおける議論③
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第37回原型炉開発総合戦略TF
資料 令和6年11⽉1⽇



原型炉開発総合戦略タスクフォースにおける議論④
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原型炉開発総合戦略タスクフォースにおける議論⑤
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原型炉開発総合戦略タスクフォースにおける議論⑥
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 原型炉の早期建設の肝要性、ITER計画の進捗状況などを踏まえ、「発電実証のさらなる
前倒しの可能性」について検討。

 原型炉の第1期⽬標を「発電実証」として、後に多段階で改造する計画案(プランD)の技術
的実現可能性が⽰されたことを踏まえ、原型炉⽬標の⾒直しや技術的課題のさらなる検討、
現実的な⼯程表の作成などが必要との⽅向性を得たところ。

<さらなる検討を⾏う必要がある技術的課題の例>
▸発電実証に伴う真空容器内の放射化・廃棄物対策、開発設計段階における遠隔保守の研究開発
▸原型炉の製造・電源などの国産化の精査・国内技術の開発・技術的優位性の確保
▸核融合中性⼦源による研究開発との相補性 ▸加熱⽅策におけるJT-60SAの研究開発との相補性
▸中性粒⼦ビームの開発が遅延した場合の⽅策 ▸⾼いアスペクト⽐を⼩さくするための⽅策

 また、ITER 計画のベースラインの⾒直しによる影響は、トロイダル磁場(TF)コイルなど、
ITERで得られた知⾒を活⽤(ITERと並⾛で原型炉
研究開発を実施する相補的なリアルツインの⼿法)
することで、軽減でき得るのではないか。

 今後、原型炉研究開発ロードマップの⾒直しに向け、
ITER計画やJT-60SA以外の核融合中性⼦源や
安全性研究・トリチウム取扱技術、ブランケット開発、
⼈材育成や社会受容性などについて審議を⾏い、
バックキャストに基づくロードマップの策定や国家戦略
の改訂の議論に結び付ける予定。
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原型炉研究開発ロードマップの⾒直しに向けた今後の議論の⽅向性(案)


